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【第1章 序論】 

本研究では確率の判断が困難な課題を用い

て，確率判断の誤認がどの程度発生するのか，

試行の繰り返しにより，確率判断の誤認をどの

ように学習し，行動を改善していくのか，さら

に行動の変化に性格特性はどのように関わって

いるのかを明らかにすることを目的とした． 

 

【第2章 方法】 

 実験は，2009年11月10日から12月４日に

かけて行い，所要時間は休憩を含め約1時間30

分であった．男子大学生 30 名(平均年齢

20.5±1.3歳)が本実験に参加した．確率判断を

伴う意思決定課題としてモンティー・ホール・

ジレンマ(Monty Hall Dilemma : MHD)というも

のがあり，本実験はそれをもとに課題を作成し

た．この課題は，3 枚あるカードのうち当たり

は１つだけで，カードを1つ選ぶと，ヒントと

して残りの2つのカードのうち，はずれの1枚

が知らされる．その後，カードの変更をするか

(change)，そのままにするか(stay)の選択を行

う．この課題を15 試行×12 ブロック行い，ブ

ロック終了毎に適宜休憩をとった．課題終了後，

内観報告と確認テストを行った． 

 ヒント呈示後の選択において全試行に対して

change を選択した割合を change 率と定義し分

析した．change率の推移と性格特性の関係を調

べるために，性格検査を行った．性格検査には

BIS/BAS ScalesとNEO-FFIを用いた． 

 

 

【第3章 結果】 

 課題の始めのブロックと最後のブロックにお

いて change 率を比較したところ最後のブロッ

クの方が有意に高かった(t(29) = 4.675 , p 

<.001)．change率の変化の割合の平均を算出し，

平均よりも高い群を学習群，低い群を非学習群

とした．学習群と非学習群の間で性格特性を比

較したところ，NEO-FFIの誠実性：C値において

学習群が有意に高かった(t(28) = 2.583 , p = 

0.02)．BIS/BAS Scales において比較したとこ

ろ差は見られなかった．内観報告ではstayでの

主観的獲得率の平均は36.3%であり，changeで

は 56.5%であった．確認テストでは始めの選択

肢が5個の問題，10個の問題，100個の問題で

それぞれ67％，64%，50%がCと回答した． 

 

【第4章 考察】 

 始めのブロックと最後のブロックにおける

change率の差は，初期の選択において選択を変

更したくないという，現状維持バイアスが働い

ていたため，stayを選択する割合が高かったと

いえる． 

 さらに，強化学習の視点からこの課題を捉え

るとchangeにおいては，予測していた獲得率よ

りも実際の獲得率が高いため change の選択が

強化され，stayの選択においては予測よりも実

際の獲得率が低いため，stayを選択する行動が

抑制されたと考えられる．性格特性において学

習群のC値が非学習群よりも有意に高かったの

は，C 値の高い人の特性である達成意欲が高い

ために，学習が促進されたものと考えられる． 



【第5章 結論】 

確認テストや前半の試行を見ると，はじめの

選択に固執する思考が強いことがわかる．しか

しこれは強化学習により行動の変化が見られる．

また，その変化に性格特性が関係していること

がわかった．今後の展望としてNEO-FFIよりも

詳細に性格特性を測定できる NEO-PI-R を使用

することで，学習に関わる性格特性をより詳し

く把握することが可能だろう． 


